
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画変更素案について 

■東京都市計画道路 

幹線街路補助線街路第 103号線 

幹線街路放射第 32号線 

幹線街路補助線街路第 121号線 

■東京都市計画用途地域 

■東京都市計画特別用途地区 

令和 7年 8月 

墨田区 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画内容再検討路線：補助第 103号線 

当該区間の周辺では、近年東京スカイツリー

の開業に伴い交通の動向が大きく変化してい

ます。また、近接する北十間川の護岸改修に伴

い河川沿いに遊歩道が設置されるなど、周辺

整備も進んでいます。 

こうした周辺のまちづくりや交通動向を踏

まえた検討が必要です。 

（道路）都市計画変更素案のあらまし 

 東京都市計画道路幹線街路補助線街路第 103号線(以下、「補助第 103号線」という。)は、

台東区東上野四丁目から墨田区業平四丁目を経由し、江東区亀戸三丁目に至る延長約 4,430

メートルの都市計画道路です。 

平成２８（２０１６）年３月、東京都と特別区及び 26市 2町は、都市計画道路の整備を計画的、

効率的に進めるため、「東京における都市計画道路の整備方針(第四次事業化計画)」(以下、「整

備方針」という。)を策定し、事業の推進に努めてきました。 

この整備方針において、補助第 103号線のうち、東京都市計画道路幹線街路放射第 32号

線(以下、「放射第 3２号線」という。)との交差部から東京都市計画道路幹線街路補助線街路第

121号線(以下、「補助第１２１号線」という。）との交差部までの区間は、地域のまちづくりの中で

計画の検討が必要な「計画内容再検討路線」に位置付けられました。 

この整備方針に基づき、補助第 103号線の計画内容について検討した結果、計画の変更をす

ることとし、関連路線である放射第 32号線および補助第 121号線の計画の変更と併せ、この

度、都市計画変更素案を取りまとめました。 

（資料）「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」(平成 28年３月)より抜粋 

東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）における位置付け 

 

 



この地図は国土地理院長の承認（平成２９国関公第４４４号）を得て作成した東京都地形図（S＝１：２,５００）を使用（６都市基交第８５５号）して作成したものである。 

無断複製を禁ずる。（承認番号）６都市基街都第１３８号 令和６年７月５日 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

位置図 

補助第 103号線 
変更箇所 
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図 B参照 



東京スカイツリー 

開業（平成２４年） 

周辺のまちづくりや交通動向について 

当該区間の周辺では土地区画整理事業による基盤整備に加え、東京スカイツリー®の建設により、商業・業務・文

化等の複合市街地が形成されています。また、近接する北十間川では、護岸の整備とともに親水テラスが整備さ

れ、地域の憩いの場となるとともに、人の流れをつなげる取組が進められています。 

そうした中、地域の将来像を見据えたまちづくりの基本的な考え方をまとめた「墨田区都市計画マスタープラン」

において、当該区間の沿道は、交通の利便性を活かし、押上・とうきょうスカイツリー駅周辺地区等の広域拠点の機

能を補完するにぎわいの連続性を形成する土地利用を誘導する「沿道型複合地区」と位置付けられています。 

また、補助第 103号線（業平五丁目付近）の自動車

交通量は、平成 24年の東京スカイツリー®の開業以降

も一貫して減少傾向にあります。 

 

既定の都市計画では、補助第 103号線と放射第 32号線が交差する押上駅前交差点を立体交差とする

ため、補助第 103号線を拡幅する計画となっています。 

押上駅前交差点は、現況の平面交差点のままで円滑な交通が確保されており、周辺で自動車交通量の増

加が見込まれていないことから、計画の変更（立体交差計画の廃止）を行うこととしました。 

併せて、補助第１０３号線の拡幅整備の有効性を検証するため、「都道における道路構造の技術的基準に

関する条例」等の基準を当てはめ、現道幅員の評価を行った結果、計画の変更（現道合わせ）を行うこととし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<補助第１０３号線> 計画内容再検討の概要 

図 向島・京島・押上地域の土地利用・都市施設等方針 

図 補助第１０３号線（業平五丁目付近）の自動車交通量推移 
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（資料）「全国道路・街路交通情勢調査」から作成 

拡大図 

（資料）「墨田区都市計画マスタープラン」（平成 31年３月 墨田区）より抜粋 



○補助第 103号線、放射第 32号線および補助第 121号線について、以下のとおり

変更します。 

●放射第 32号線（京成橋付近）の線形 

放射第 32号線（京成橋付近）は、現状の S字カーブを改善するため、

緩やかなカーブに改良する計画としました（右図参照）。 

 

●補助第 103号線における柳島橋の橋詰(拡大図①②) 

柳島橋は完成しており、架け替え用地を追加する必要がないため、計

画の変更（橋詰の縮小等）を行う箇所としました。 

 

●補助第 103号における終点部の隅切り(拡大図③) 

江東区亀戸三丁目地内の隅切りについては、必要な隅切り長を満たし

ているため、計画の変更（現道合わせ）を行う箇所としました。 

この地図は国土地理院長の承認（平成２９国関公第４４４号）を得て作成した東京都地形図（S＝１：２,５００）を使用（６都市基交第８５５号）して作成したものである。 

無断複製を禁ずる。（承認番号）６都市基街都第１３８号 令和６年７月５日 

＜関連して変更する箇所の考え方について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都市計画道路幹線街路補助線街路第103号線（東京都決定）

区間 墨田区業平四丁目～墨田区業平五丁目

延長 約410m

幅員 33m　→　16m

墨田区業平五丁目地内、江東区亀戸三丁目地内

放射第32号線との立体交差の廃止

都市計画道路名称

一部幅員の
変更

一部区域の変更

交差構造の変更

東京都市計画道路幹線街路放射第32号線（東京都決定）

墨田区業平四丁目地内、墨田区押上一丁目地内

4車線（一部、２車線及び６車線）

都市計画道路名称

一部区域の変更

車線の数の決定

東京都市計画道路幹線街路補助線街路第121号線（墨田区決定）

墨田区業平五丁目地内 → 墨田区業平五丁目地内

約2,180m 　→　約2,210m延長の変更

都市計画道路名称

起点位置の変更

（道路）都市計画変更素案 

図 S字カーブの改善イメージ 

現状 線形改良案 

① 

② 

拡大図（参考）① 

拡大図（参考）② 

橋詰の 

縮小等 

橋詰の縮小等 

図 A 

拡大図(参考）③ ③ 

現道合わせ 

図 B 



この地図は、東京都縮尺 2,500分の１の地形図を利用して作成したものである。(承認番号)(MMT利許第 05-

107号)無断複製を禁ずる。（承認番号）６都市基街都第１３８号 令和６年７月５日 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前 変更後 備考 変更前 変更後

近隣商業地域 準工業地域 約　　ha

建ぺい率　 80％ 建ぺい率 　60％ 0

容 積 率　300％ 容 積 率　300％ （約6㎡）

準工業地域 近隣商業地域 約　　ha

建ぺい率　 60％ 建ぺい率　 80％ 0

容 積 率　300％ 容 積 率　300％ （約100㎡）

①墨田区
　業平五丁目地内

用途及び建ぺい
率の変更

②墨田区
　業平五丁目地内

用途及び建ぺい
率の変更

特別用途地区（墨田区決定）用途地域（東京都決定）
変更箇所 面積

―

第２種
特別工業地区

第２種
特別工業地区

―

（用途地域、特別用途地区）都市計画変更素案 

〇当該地区は都市計画道路の計画線の位置を基準に指定されていることから、補助第 103号線の

都市計画変更に併せ、用途地域及び特別用途地区を以下のとおり変更します。 

用語説明 

【用途地域】 

近隣商業地域 近隣の住宅地の住民に対

する日用品の供給を行うことを主たる内

容とする商業その他業務の利便を増進す

るため定める地域 

準工業地域 主として、環境の悪化をもた

らすおそれのない工場の利便を増進する

ために定める地域 

【特別用途地区】 

第２種特別工業地区 特定の工業の利便の増進を図る地区又はその利便の増進を図りつつ、これと

調和した住宅等の環境保護を図ることが必要な地区 

【建ぺい率・容積率】 

・建ぺい率（％）＝（建築面積／敷地面積）×100  ・容積率（％）＝（延べ面積／敷地面積）×100 
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■お問い合わせ先  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画変更の手続の流れ 

〇補助第 121号線、用途地域、特別用途地区に関すること 

墨田区 都市計画部 都市計画課 
〒130-8640 
東京都墨田区吾妻橋 1-23-20 墨田区役所 9階 
電話：03-5608-6265 

〇補助第 103号線、放射第 32号線に関すること 

東京都 都市整備局 都市基盤部 街路計画課 
〒163-8001 
東京都新宿区西新宿 2-8-1 東京都庁第二本庁舎 11階南側 
電話：03-5388-3291 

都市計画変更案の作成 

都市計画変更案の公告・縦覧 

東京都都市計画審議会 

都市計画決定・告示 

都市計画変更案の作成 

都市計画変更案の公告・縦覧 

墨田区都市計画審議会 

都市計画決定・告示 

都市計画変更素案の説明 

補助第 103号線・放射第 32号線 

用途地域 

【東京都決定】 

 

補助第 121号線 

特別用途地区 

【墨田区決定】 

 

登録番号（７）１５ 

令和７年８月発行 

住民等の意見書 

地元区の意見 

墨田区 


